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1 はじめに
近年，Webベースの学習管理システム (LMS)を

利用する講義が増えており，情報科学に関する講
義に限らず，各分野の講義においてパソコン実習室
（ここでは教育用パソコンが複数台設置され講義利
用される教室のこと）が頻繁に利用される．それ
に併せて 100 名に及ぶ多人数講義に対応するため
の大規模なパソコン実習室が整備されるようになっ
た．たとえば，熊本大学では設置台数が 50台を超
えるパソコン実習室が 12 部屋 (図書館を除く) あ
り，そのうち設置台数が 100台を超えるパソコン実
習室は 4部屋ある．このように一般的なパソコン実
習室をはじめ，大規模パソコン実習室において講義
の出席を記録するために教員および受講者は多く
の時間を割いてきた．これに対して，RFID(Radio
Frequency Identification)を利用した出欠管理シス
テム [1, 2, 3]や携帯電話を利用した出欠管理システ
ム [4]など多くの出欠管理に関する取り組みがあり，
同様の仕組みを使ったソリューションや製品も数多
く存在する．RFIDは非接触による形態での運用が
行われ大変便利であるが，RFIDタグとリーダー一
式の導入コストや RFIDカードの紛失・盗難によ
り出席ができない問題があり，出席を行うために必
要となる物品に関する問題は避けられない．また，
携帯電話については，ほとんどの大学生が携行し
ているため導入コストを抑えることができるが，学
生は出席のためにメール送信や出席用携帯ホーム
ページでのボタンクリックなどのアクションが必要
となっている．そこで，われわれは出席のためにモ
ノを携行することなく，講義中の動作を利用し受講
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者が意識することなく出欠を判定するシステムを
構築した．
次節以降において，利用者履歴記録データベース

について概説し，本研究におけるプレゼンスを加味
した出欠判定について具体的に述べ，その出欠判定
をもとに出欠結果を出力する機能，および講義中の
ログイン状況をリアルタイムに表示する機能をも
つプレゼンスタイプ出席管理システムについて説
明する．

2 利用者履歴記録データベース
熊本大学で 2005年度より稼働している利用者履

歴記録システムの仕組みをもとに利用者履歴記録
データベースは構築されている．
利用履歴記録システムは，メールシステムを主に

用いたシステムであり，ログインおよびログアウト
により各教育用パソコンから送信されるメールに
対して，サーバ側のスクリプト処理により必要な情
報を抽出し，蓄積するシステムである．利用者が熊
本大学発行の IDとパスワードを用いて教育用パソ
コンへログインするとその日時，利用者 ID，ホス
ト名を含むメールが特定のメール受信サーバへ送
信される．これにより，メール受信サーバのメール
スプールにはログインのサイン「@@@」，ログア
ウトのサイン「###」を本文の先頭に含むメール
が蓄積される．このファイルを 10分ごとにスクリ
プト処理し，ログインかログアウトかの状態情報，
日時，利用者 ID，ホスト名に整理し，ログファイ
ルとして蓄積するシステムが「利用履歴記録システ
ム」であり，同様の情報をデータベースへ記録する
ことで利用者履歴記録データベースが構築される．
メールシステムとパソコンのログインスクリプト

とログアウトスクリプトへの記述の追加のみで，シ
ステム構築を行っているため，熊本大学以外であっ
ても運用できる点は大きな特徴である．

3 プレゼンスを加味した出欠判定
一般的な講義において出席をとる場合，1枚の出

席用紙の回覧による方法や受講者に出席用紙を配布
し，回収する方法など様々である．これに対応する
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ように RFIDリーダーを利用した方法や携帯電話
を利用した新たな方法が考えられているが，その多
くは一瞬の出欠判定のみで行われている．つまり，
出席用紙を利用する方法の場合，その用紙に自分の
名前や学生番号を記入し，教員のチェックをもって
出席と判定し，その後，その場を退出したとしても
出席と判定される．
そこで，われわれは出席の概念としてプレゼンス

を加味した出席判定を行った．“プレゼンスを加味
した出席判定”とは可能な限り時間的に連続な量で
出席であったかをチェックし，出席判定を行うこと
を指す．可能な限り時間的に連続な量で出席チェッ
クを行うとは，数分毎に出席チェックを行うことを
指し，出席用紙で行うには受講者は数分毎に名前
を出席用紙に記入しなければならず，現実的ではな
い．チェックを行うタイミングが荒くなればなるほ
どプレゼンスの意味合いは薄れるが，1回のチェッ
クによる瞬間的な出席チェックよりも最初と最後に
出席チェックを行う方が受講者がその場にいて受講
していたことのより強い証拠となる．チェックのタ
イミングが細かくなればその分強い証拠と言える．
このとき問題となるのは，出席チェックを行うタイ
ミングもそうであるが，従来の用紙やRFID，携帯
電話といったツールを用いる場合には，その度ごと
に出席をとるという行動を伴うことである．パソコ
ン実習室で教育用パソコンを利用する講義であれ
ば，われわれが構築している利用者履歴記録データ
ベースの情報と出席チェックを行う時間のパラメー
タとの比較により判定できるため出席をとるとい
う行動を伴わない．さらに，出席をとるという行動
が必要ないため，出席チェックを行うタイミングを
細かく設定することも可能である．例えば，90分
授業に対して出席判定の条件として

1. 講義開始時刻から 20分間までに着席

2. 講義終了時刻の 30分前までは着席

3. 講義時間中，60分間以上着席し演習を行った

の 3つがある場合，条件 1についてはログイン時
刻，条件 2についてはログアウト時刻により判定で
き，条件 3を判定するためには，ログインしていた
時間が 60分あればよいことになる．この例に対応
する出席と判定される場合を図 1の 2段目に，欠席
と判定される場合を図 1の 3段目に示す．2段目も
3段目も条件 1と条件 2を満たすが，3段目はその
連続な量であるログイン時間が 60分以上でないた
め欠席と判定される．

図 1: 連続な量で出欠を判定する例

4 プレゼンスタイプ出席管理システ
ム

プレゼンスタイプ出席管理システムはプレゼン
スを加味した出欠結果を出力する機能をもつ．
プレゼンスを加味した出欠結果を出力するWeb

アプリケーションは，その出欠判定のためのパラ
メータを入力できるWebアプリケーションでなけ
ればならない．パラメータの設定は多数考えられる
が，前節の例で見たように講義開始直後と講義終了
直前で出席チェックを行い，講義時間中の時間的に
連続な出席チェックを行う場合と，単純に講義時間
中の時間的に連続な出席チェックのみを行う場合の
2つの場合についてWebアプリケーションを開発
した．前者を複合型と呼び，後者を単一型と呼ぶ．
受講者の利用者 IDのリストが書かれたCSVファ

イルをアップロードする機能，講義が行われる日付
の入力，講義時間を表す時限の入力，講義が行われ
るパソコン実習室名の選択は，どちらのアプリケー
ションにも共通である．
図 2に単一型の画面を示す．単一型の場合，プレ

ゼンスを加味した出席のためのパラメータは一つ
で，利用者である教員は出席の条件とする連続して
ログインしていた時間を設定する．その後，処理実
行のためのボタンをクリックすると，入力された値
をもとに出席判定された結果が書かれたCSVファ
イルを入手できる．図 3に複合型の画面を示す．複
合型の場合，プレゼンスを加味した出席のために，
「講義開始後何分に出席チェックを行うか」，「講義
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図 2: 教員向けWebアプリケーション 1

図 3: 教員向けWebアプリケーション 2

終了前何分に出席チェックを行うか」の 2つのパラ
メータを設定し，処理実行のためのボタンをクリッ
クする．入力された２つのパラメータをもとに出席
判定された結果が書かれたCSVファイルを入手で
きる．出席判定結果が書かれたCSVファイルには，
出席には「1」，欠席には「0」，判定不能の場合に
は「2」（データベース上にログが存在しないなど）
が記される．今回の開発では講義開始日からプルダ
ウンメニューで選んだ日付までの判定結果を返す．
このようにして，教員は受講者の出席状況を CSV
ファイルとして取得できる．また，これらのページ
に加えて，ある特定の学生の利用履歴およびその状
況を表示する図 4のようなWebアプリケーション

図 4: 利用履歴検索Webアプリケーション

を構築した．これにより，教員は特定の学生がいつ
どのパソコンを利用し学習していたか検索できる．

5 まとめ
本研究では，2005年度より稼働中の利用者履歴

記録システムをもとに構成される利用履歴記録デー
タベースから情報を取り出し，ユーザである教員が
設定するパラメータと比較し，出欠判定された結果
をCSVファイルとして出力することのできるWeb
アプリケーションの開発を行った．さらに出欠判定
については，従来の瞬間的な情報から判定する出
欠判定に変えて，プレゼンスを加味した出欠判定を
行った．これにより信頼度の高い出欠結果を得るこ
とができる．今後，このシステムを教員に実際に利
用してもらい実用性に関する検証が必要と考えて
いる．
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